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■法人本部 

 

|概 要| 

 私立学校を取り巻く環境は、少子化の進行や様々な

教育改革、働き方改革、学校法人制度改革など大きく変

化しており、ますます厳しさを増しています。 

 このような中、本法人では経営の安定化を図るため、

第２次前期実施計画（Ｒ１～Ｒ３）に基づき計画的な経

営を行うとともに、法人本部として、経営改革を基本に、

様々な制度改革に的確な対応を行い、法人が一体とな

って取り組んでまいります。 

 このため、法人のガバナンスの強化、財政の健全化な

どの経営改革をはじめ、さらに広く地域の方々へ情報

を発信するなど、その役割を果たしていきます。 

 

|Ⅰ| 経営改革 

１．経営ガバナンスの強化 

①常任理事会の活性化 

・トップ（担当理事）会議を開催し、担当理事間の意見

交換を図る。 

・常任理事会の審議内容の公表を検討（ＨＰ等） 

 

②監査部門との連携強化 

・理事長との定期ミーティングの実施。 

・監査指摘・意見について、適切に対応。 

・監事指示による重点監査等の実施。 

・監事と会計士との意見交換の実施。 

 

③実施計画の進行管理 

・実施計画について進捗管理を行う。 

・実施計画及び財政計画について、必要に応じ見直し

を行う。 

 

２．財政の健全化 

①財政計画の執行管理 

・財政計画の進行管理を適切に実施する。 

 

②予算・決算業務の適正管理 

・予算の理事長ヒアリングを引き続き実施し、政策的

及び戦略的観点から予算編成を行う。 

・決算ヒアリングを実施し、決算の見込及び計画的執 

行について検証を行う。 

 

③資金の計画的運用 

・安全かつ効率的な資金運用の実施を図る。 

・計画的な資金の積み立てを実施する。 

 

３．組織マネジメントの強化 

①事務組織体制の構築 

・将来を見据えた計画的な採用等を行う。 

・適切な人員配置及び効率的な組織体制の検討を行う。 

・課室等業務について検証を行い、業務配分の適正化

を図る。 

 

②人材の育成 

・人権、財務、ハラスメント等の研修を実施する。 

・管理・監督職の人事評価を実施する。 

・職員の外部研修派遣を実施する。 

 

③働き方改革への対応 

・計画的有給休暇の付与制度について、引き続きその 

適切な取得について管理・指導を徹底する。 

・同一労働同一賃金に的確に対応する。 

・ハラスメント対策等への適切な対応を行う。 

・女性の職業生活における行動計画の検討を行う。 

 

４．業務改革の推進 

①経営戦略会議 

・経営戦略会議において、学校間の情報共有の徹底を

図るとともに、働き方改革への対応、出退勤管理、職

員アンケート、業務改善提案などの諸施策や課題につ

いて、引き続き検討・実施を図る。 

 

|Ⅱ| 的確な情報発信 

①法人全体の広報 

・広報誌を継続発行、DreamFM ラジオでのラジオ CM、

ホークスパートナーズによる広報、市役所コミュニ

ティビジョン、JR 久留米駅パンフスタンド、各地点

の法人案内看板等の広報について、引き続き効果的

に実施する。 

・中尾山キャンパスに設置している法人看板について、

全面刷新を図る。
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■久留米工業大学 

 

|概 要| 

 

 私立大学を取り巻く環境は、私立学校法の改正や修

学の支援に関する法律など、大学経営に関わる重要な

法令等が改正・制定され、大きく変化している。 

 私立学校法の改正においては、認証評価の結果を踏

まえた中期計画の策定が義務付けられ、ガバナンス機

能の強化や、教育の質の向上が求められている。 

 こうした中で、本学は「２０２１年ビジョン」や「ア

クションプラン３２」に基づき大学改革に取り組んで

おり、本年度も先に策定した第２次前期実施計画に従

い、教育・研究・社会貢献・経営・内部質保証・国際

化の各分野において事業を実施する。事業の実施にあ

たっては、長期的環境の変化にも対応できる視点を持

って取り組んでいく。 

 

|Ⅰ| 教育力の向上 

 

１．学生確保 

・入試毎にアドミッション・ポリシーに沿った入学者

を受け入れるため、適正な選抜を実施し、入学者確

保に努める。 

・入学前教育と入学後の成績を検証し、入学前教育を

改善する。 

・各奨学金対象学生に対して、活動目標を持たせるよ

うに指導する。 

・初年次にリーディングスキルを実施し、学生のジェ

ネリックスキルを把握する。 

 

２．教育内容の充実 

・各種アセスメント等のエビデンスに基づくＰＤＣＡ

サイクルを通して、カリキュラム・ポリシーとディ

プロマ・ポリシーの一貫性を確保する。 

・修士課程指導教員の資格審査実施の周知とともに、

博士課程設置の可能性を検討する。 

 

３．教育の質保証 

・教育改革推進委員会が全学のアンケートを統括。学

修成果の点検・評価方法を確立し、継続的な改善に

つなげる。 

・厳正な成績評価・卒業認定を行っているか検証し、

必要に応じて修正する。 

 

４．教員の教育力の強化 

・ティーチングポートフォリオの活用の検証および教

員評価方法について検討する。 

 

５．学生支援の充実 

・学習・学修困難を抱える学生の現状を把握し原因を

分析、関連部署と連携して支援体制を整える。 

・様々な学生相談に関係する部署間の連携体制を構築

する。 

・各調査結果について検証を行い、学生厚生委員会に

フィードバックして改善策を検討実施する。 

 

６．就職支援の充実 

・資格支援に向けた各種講座を開講する（受講生目標

ＭＯＳ：３５名以上、ＴＯＥＩＣ：４０名以上） 

 

|Ⅱ| 研究力の向上 

 

１．研究支援の強化 

・パートナーモビリティに関する研究の継続および次

の柱となる研究テーマを検証後、企業との共同研究

への展開を目指す。 

・教員の研究時間確保について、調整・分析結果を検

証する。 

 

２．戦略的な研究費配分 

・学長裁量経費の活用による外部資金獲得件数の増加

を図る。 

・事業化を見据えた本格的な実証試験を介護施設など

で継続的に実施する。 

 

３．教員教育・再教育体制の確立 

・学科の垣根を超えた研究ＷＧによる研究活動を推進

し、研究会を開催する。 

・研究倫理、コンプライアンス教育を全ての構成員（学

部生・大学院生含む）を対象に実施する。 
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|Ⅲ| 社会貢献の推進 

 

１．産学官連携 

・重点プロジェクトである私立大学研究ブランディン

グ事業の推進を図る。 

・技術相談、指導体制の検証を行い、改善に向けて取

り組む。 

・企業ニーズのデータベース化と傾向分析を行う。 

・連携大学・高専との共同研究や人的交流の検討を行

う 

・研究成果を積極的に発信する。 

 

２．地域教育機関との連携 

・初等、中等教育機関と連携した活動について検証す

る。 

・改革総合支援事業の申請に向け、高等教育コンソー

シアム久留米との連携強化を図る。 

 

|Ⅳ| 経営改革 

 

１．ガバナンスの確立 

・策定した教学マネジメントの強化を行う。 

・業務量調査の結果に基づき、委託化を検討する。 

 

２．職員研修 

・積極的に各種研修（職階別・職場別・外部）を行う。 

 

３．人事 

・人的資源管理の見地から人材の育成を図る。 

・教員評価制度の検証を行い、必要に応じ評価制度の 

見直しを行う。 

 

４．財務 

・予算編成時の財政推計に基づき、実施計画のローリ 

ングを行う。 

 

５．学修環境の整備 

・学生寮リノベーションのための設計を行う。 

・アクティブラーニングを推進する教育環境（プロジ 

ェクタ等）を１００号館講義室等に整備し、学生の 

主体的及び能動的な学修を促進する。 

・構造実験室およびＦＡ実験室の耐震改修工事を実施

する。 

・非構造部材調査および耐震化対応等の維持管理対策

を行う。 

 

|Ⅴ| 内部質保証 

 

１．内部質保証の組織体制 

・教育の質保証ＰＤＣＡサイクルの結果を評価する。 

 

２．内部質保証のための自己点検・評価 

・認証評価を受審、評価報告書を公開する 

 

３．内部質保証の機能性 

・認証評価等を活用し、その結果を教育の改善・向上

に反映させる。 

 

|Ⅵ| 国際化の推進 

 

１．国際交流事業の推進 

・短期語学研修等を実施し、国際交流に参加できる環

境を整える。 

・留学生の入学者増への取り組みおよびサポート体制

について検証、見直しを図る。 
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■祐誠高等学校 

 

｜概 要｜ 

 

 周辺の私立高校と一部の県立高校が中高一貫校にな

っていることに加え、地元久留米信愛中学・高校の共学

化、また県立高校の実質的な専願入試と言える特色化

選抜入学試験の導入など、本校を取り巻く環境はます

ます厳しい状況にある。 

 このような逆境の中で、本校が生き残っていくため

には、今までの実績に加え、既存の科では受験生に選択

してもらえなかった領域についても新たに挑戦してい

かなければならない。 

 このようなことから、従来の自動車科を再編して、新

たな領域の航空ビジネスコースを開設し、今まで届か

なかった領域の中学生の層へ浸透を図る。 

 また、各科の特長を最大限に引き出し、本校の魅力を

アピールする。さらに、２年後の創立６０周年を見据え、

人材の確保・人材の育成、さらに新しいより良い学校作

りを目指していく。 

 

|Ⅰ| 教育内容の充実 

 

１．資格取得と進路保障 

・工業科においては、「ものづくり」を主体に工業技術 

の習得を目指し、免許・資格取得を推奨し社会の第一 

線で活躍できる人材を育成する。また、土木科におい

ては測量の分野、情報技術科においては制御の領域

でドローンを使った授業を新たに展開していく。 

・普通科では、e-ポートフォリオを意識しＩＣＴ教材

の活用を目指す。また、希望する大学への進学実績

が向上するように授業・課外のあり方をさらに充実

させていく。 

 

２．教職員の資質向上 

・毎月１回の各科会議を通じて各科の課題、生徒の状 

況を把握、情報を共有し、教育内容の改善に努める。

また、各種研修会の開催と各種研修会への積極的な

参加を促し問題解決能力の向上を目指す。 

 

|Ⅱ| 生徒支援体制の整備 

 

１．生徒支援の連携 

・カウンセラーによる個別の悩みや健康等の相談体制 

は継続し、スクールソーシャルワーカーの採用を検 

討し、支援を必要とする生徒への対応強化に努める。 

 

２．問題意識の共有 

・多様な生徒に対応するため、校内での研修の実施に

加え外部での研修にも積極的に参加を促し、多様な

生徒に対する意識、情報の共有化を図り、以って教

師集団が１つになって生徒への支援を行う。 

 

|Ⅲ| 経営改革 

 

１．生徒数の確保 

・私学経営の最大の課題は生徒数の拡充である。従っ

て、新校舎、カフェテリア風の新食堂の魅力、普通科

進学系の新カリキュラムの広報活動など今まで以上

の中学校訪問及び塾との連携を図っていく。 

 

|Ⅳ| 学生生徒の確保 

 

１．広報活動の充実 

・例年と同様、入学者６００名を目標に職員一丸とな

り募集活動に積極的に取り組む。 

・夏季、秋季のキャンパスウォークの実施 

・出前授業、進路講話の実施 

・保護者対象の学校見学会、説明会の実施 

・塾対象の入試、学校説明会の実施 

・三井、小郡地区の地域単独説明会（夜間）の開催 

・その他、中学校教員対象の説明会や中学校訪問等の 

実施 

 

２．奨学金事業 

・学業系奨学生、体育系奨学生制度の活用で、広報活動

および募集活動を行うと同時に、今後の奨学金制度

についても検討を行う。 

 

|Ⅴ| 教育施設の整備 

 

１．施設の維持管理 

・グラウンド照明のＬＥＤ交換工事を行う。 

・教職員用ＰＣの整備を行う。 

・１号館教室の老朽化したエアコン設備の改修工事を 

行う。 
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・情報実習室のＰＣ入替を行う。 

・正門周辺擁壁の改修について検討を行う。 

 

|Ⅵ| 多様な連携の展開 

 

１．地域との連携 

・上津校区の協議会等に参加し、生徒の育成指導や登 

下校時の指導を連携して行う。また、地域懇談会に積 

極的に参加し、地域の意見に耳を傾け地域の方々と 

の協力体制を構築する。 

・校区内の清掃ボランティア活動を実施する。 

 

２．法人内学校との連携 

・進路保障の一環として法人内への入学推進を図る。 

・共有できる施設を有効に利用できる環境作りをさら 

に深める。 

・高大連携事業をさらに推進する。 

 

３．後援会・同窓会との連携 

・後援会に定期的な登校指導、挨拶運動などをお願い 

し、三者で生徒の成長を促す。 

・後援会による支援事業、学校施設の充実など学校発 

展のための経済的支援をお願いする。 

・同窓会の運営委員会に出席するなど、学校の現状を 

知ってもらい協力して学校及び同窓会の発展充実を 

図る。 
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■専門学校 久留米自動車工科大学校 

 

|概 要| 

 

 １８歳人口の減少、加速的に進行している若者の自

動車離れなど、自動車整備士養成施設を取り巻く環境

は年々厳しさを増している状況である。本校は、このよ

うな環境下において、職業実践専門課程認定校として、

企業と連携した実践に即した職業教育推進に向け、教

育力の充実に取り組む。 

 近年、世界各国の自動車メーカーがＥＶを中心とし

た車両製造に力を入れ、さらに完全自動運転化の動き

は異業種の参入もあり活発になっている。自動車業界

は、ＣＡＳＥと言われる大きな変革の時期を迎え、整備

士にはより高度な整備スキルが求められている。本校

は６０年余の歴史を持つ自動車整備のプロフェッショ

ナルエンジニアを養成する専門学校として、社会から

求められる高いスキルを有する自動車整備士を養成す

る。 

 学生募集に関しては、教育改革を加速させ、本校の特

色や教育の質をＨＰやＳＮＳ、多様な受験媒体を利用

して認知範囲を広げ、本校接触者に対し、適切な情報提

供と直接体験型のオープンキャンパスを充実させ学生

確保に努める。 

 また、企業奨学金を利用した学生募集の推進、授業料

減免・給付型奨学金対象校として、経済的事情により就

学できなかった層の掘り起こしを行い、安定した入学

者数を獲得することで、収入の根幹である学納金収入

を確保し、財政収支の改善を実行する。 

 

|Ⅰ| 教育内容の充実 

 

１．教育内容の改善・充実 

・学生からの授業評価や教育課程編成委員会からの提

言などを考慮した授業内容とすることはもちろん、

今年度から開始される授業料減免・給付型奨学金対

象校として、ディプロマ・ポリシーに沿った新たなカ

リキュラムを構築したうえで新たなシラバスを作成

した。 

・新たなカリキュラムの計画・実施において、学生に理

解し易く魅力ある授業を展開する。具体的には、教科

と実習が連携した授業など新たな授業手法を実践す

る。 

 

 

２．教員の教育力の強化 

・教育者の能力向上策として、学校内外で開催される

教育力強化に向けた研修への参加を推進するとと

もに、学校全体としての研修内容の共有化に努める。 

・企業研修や自動車メーカーが開催する研修に参加

することで生徒指導力の向上と最新技術の習得に

努める（自動車メーカー５社以上、部品メーカー２

社以上の参加を目標）。 

 

３．教育の質の保証 

・自己点検評価及び学校関係者評価等を活用し、教育

内容、教育プロセス、教育の成果及び学校状況等を

客観的に評価することにより、教育の質の向上を保

証するとともに、学生による授業評価を活用した教

育手法の改善による教育の質の向上により、学生の

授業満足度向上に取り組む。 

 

|Ⅱ| 学生支援体制の整備 

 

１．相談窓口の充実 

・入学時の個別相談から学生個々の状況を把握し、そ

の後の授業や成績、学生生活及び就職活動に関する

相談事項をクラスごとに対応できるようクラス担任

制は継続するものとし、専門性の高い相談において

は、学生課長、進路指導課長が細かに対応し、相互が

連携することで各種相談内容に対応する。 

・女子学生においては、安心して学校生活ができるよ

うな環境整備に努め、女性教師および女性職員によ

る相談体制は継続するものとする。 

・様々なストレスや心的問題を抱える学生への対応策

としての臨床心理士によるスクールカウンセリング

は継続する。 

 

２．就職支援活動の充実 

・学内企業面談会の充実を図るとともに、豊富な求人

募集情報を提供する。 

・就職試験対策、社会人としてのマナー習得、コミュニ

ケーション能力の向上及び口述試験対策などのため

に、外部講師による職業理解教育・接遇マナー教育

を継続的に実施する。 

・広域企業訪問については、企業の人事担当者の来訪
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が大幅に増加したため、訪問企業数は６０社程度を

目標とする。 

 

３．課外活動の充実 

・入学間もない１年生に対し、教員との交流や上級学

生との仲間づくり等に資するために、全学科全学年

参加の球技大会を今年度は２回計画する。 

 

|Ⅲ| 経営改革 

 

１．経営改革の推進 

・経常的支払いや物品購入に関しては、日々の収支状

況を把握しながら、適正な執行管理により歳出縮減

に取り組む。 

・本校独自の魅力を広く広報し、安定的な入学者を確

保して収入増加を図る。 

・ソフト・ハード面での改修、改善によるイメージ強化

を図り、年度ごとに支出超過額を削減して、将来的

な黒字化を目指す。 

 

|Ⅳ| 学生生徒の確保 

 

１．広報活動の充実 

 学生の特性に応じた訴求ポイント（女子学生奨学金、

既卒社会人への専門実践教育訓練の講座指定、企業奨

学金制度の実施、授業料減免・給付型奨学金制度対象校）

をパンフレットやＤＭなどの紙媒体、ＨＰを中心とす

るＷＥＢ媒体で広く訴求する。 

①オープンキャンパス 

・ＯＣでは、年々参加者の出願率が低下していること

から、最低でも２００名（入学志願対象者１６０名）

以上の参加者を目標とする。 

・高校の進路指導の動きは年々早まっているため、本

年度は開催時期を早期化し、一度に多くの学生を集

めることよりも中規模（２０名程度）の参加者に手厚

く指導、情報提供することにより「ここで学びたい」

という印象を与え１名でも多くの出願の確保を図る。 

 

②進学説明会 

・会場ガイダンスや高校内ガイダンスは、高校生に対

し直接本校の魅力を訴えることができる場であるこ

とから継続して参加する。会場ガイダンス３０会場、

高校内ガイダンス８０会場を目標とする。 

 

③ＷＥＢ等を利用した広報施策 

・広報体制が変化したことに伴い、従前に重点化して

いた高校訪問から、インターネットを利用した広報

にシフトしている。 

・昨年度はＨＰへのアクセス数は増加したが、ＯＣの

参加には結びつかず、結果として出願者が減少して

しまったことを踏まえ、３年目となるコンサルティ

ング会社との連携をさらに密にし、効果的なＷＥＢ

広告を行い、接触者の増加とＯＣ参加者の増加を図

る。 

 

２．退学者の防止 

・日常的な保護者との連携や独り暮らしの学生への定

期住居訪問の継続的な実施、また１年生時の実習授

業参観に同時開催する個別面談の実施は継続する。 

・本年度から実習授業参観は、土・日曜日の休日に実施

することにし、保護者の参加を容易にすることで多

くの保護者との面談を可能にし、相互協力と情報共

有を図る。 

・教務課が中心となり、成績不良者や欠席過多の学生

の保護者へ担任から本人の状況や改善法などを手書

きした報告書を送付し、そのうえでさらに保護者と

のやり取りを行い、学生の修学意識を促し、退学を

避ける取り組みを実施する。 

・教育手法の改善などによる修学意欲の喚起などによ

り退学率を５％以内とする。 

 

３．奨学事業 

・本校独自の奨学制度の中で、最も大きな割合を占め

るのが女子学生奨学金であるが、減少し続けている

学生数の中にあって、女子学生は増加傾向にあるた

め、費用は増加するが継続して実施する。 

・本校は、日産プリンス熊本の企業奨学金制度対象校

となったことから、本件を広報活動に活かすととも

に、他の販売会社の取り組み内容等を調査し、本校が

企業奨学金の対象校となるよう積極的に働きかける

ことを継続する。 

 

|Ⅴ| 教育施設の整備 

 

１．メンテナンス事業 

・本校には学生が休憩・懇談できる場所がほとんどな 

いため、本館２階の教室１つを共有スペースとして 

学生談話室を設ける。 
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２．機器の入れ替え 

・教育・実習に必要な機器は、自動車メーカーの技術変

化に遅れることがないよう、計画的に入れ替えを図

り、時代に即した教育内容が実施できる環境を整備

する。 

 

|Ⅵ| 多様な連携の展開 

 

１．地域連携授業 

・継続して参加している八女工業高校文化祭における

車両展示や旧車展示などのイベント参加協力には従

来通り継続して支援していく。また、広川町との連

携事業についても継続検討する。 

 

２．同窓会との連携 

・昨年度、同窓会総会を実施し、多くの卒業生に集まっ

ていただき、本校の現状についてご理解いただいた

ことで、今後、同窓会と連携した具体的な取り組み

を検討実施するため、同窓会幹部との情報交換を随

時実施する。 
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■久留米自動車学校 

 

|概 要| 

 

 自動車学校を取り巻く環境は、依然として少子化、

免許離れなどにより極めて厳しい状況にある。こう

した中で、２０１７年の道路交通法の改正によって、

新たに「準中型免許制度」が導入され、さらに高齢

ドライバーの事故防止対策として「高齢者講習制度」

の大幅改正が行われるなど、自動車学校の業務はま

すます複雑多岐にわたっている。こうした状況下で、

本校に託された任務・課題は、ますます困難なもの

となり経営環境はさらに厳しくなることが予想され

る。 

 本校としては、これらの社会状況を見据え、かつ、

本校の強みである「学校法人が設置する公共性の高

い、安心安全な自動車学校」として地域に根付いた

信頼・伝統を生かして、今まで以上に正確・誠実な

業務運営及び顧客サービスを行っていくことで、困

難な状況を乗り越えていく必要がある。 

 学校法人の収益事業としての役割を十分に果たす

ために、職員一同が力を結集して以下の事業計画を

実行し、適正な教習業務の推進と経営基盤の安定化

に努めることとする。 

 

|Ⅰ| 業務内容の充実 

 

１．本免・仮免合格率の向上 

・社会の自動車学校評価の１つとなる本免合格率は、

福岡県の平均値より低いため、指導員体制を充実

させ、学科教習及び技能講習の質を高めることに

より、合格率の向上を図る。 

・指導員研修 年３回実施 

・検定員研修 年３回実施 

・検定員資格保持者を２名増加させ、２１名とする

（Ｒ１：１９名） 

・仮免合格率目標８３％以上 

・本免合格率目標７２％以上 

 

２．初心運転者講習および原付講習の充実 

・充実した講習を行うことによって、本校の自動車

教習所としての評価を高めるとともに、４輪普通

免許など、原付免許以外の免許の取得につなげる。 

・原付講習受入実施及び講習内容の充実 

（受入目標：２００名） 

 

３．学科試験合格率の向上 

・学科教習の受講成果の測定及び学科模擬試験等、

仮免・本免学科試験のための自主学習をサポート

する「効果測定室」における指導体制の充実を図

る。 

・効果測定室に学科担当の指導員が常駐し、相談・

質問に応じる。 

・学科試験の傾向と対策、模擬試験問題を作成し、

指導する。 

 

|Ⅱ| 教習生支援体制の整備 

 

１．相談窓口の充実 

・職員の接遇マナーの向上及び卒業生フォローの充

実を図る。 

①職員の接遇マナーのさらなる向上 

・教習生アンケートによる満足度向上を図る。 

・職場内接遇研修の実施 

・職場外接遇研修への参加（副管理者研修会１回、

検定員法定講習１回、教習指導員法定講習１回ほ

か） 

②卒業生へのフォローの充実 

・本校卒業生に対し、免許取得後 1 年間の期間「再

会講習」と銘打って無料の運転講習を実施したり、

卒業生が交通事故を発生させないようハガキ等で

連絡し定期的な指導・助言を行うことにより、事

故率を下げる。 

・今後は、メール等による連絡方法も検討する。 

・これらによって、初心運転者事故率１．０５％以

下を目指す。 

 

|Ⅲ| 経営改革 

 

１．業務改善、収支改善及び組織マネジメント

を図る等により、収益事業としての経営基盤

の安定化を図る 
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①入校生のニーズに沿った業務体制の推進 

・指導員体制の充実（２８名体制） 

 

②業務改善提案 

・業務改善を図るため、提案制度を活用する。 

・５件以上の提案を募り、校長表彰を行うほか、理

事長表彰推薦を行う。 

・提案内容については可能な限り実行する。 

 

２．人件費の見直し 

・本校は、年単位の変形労働時間を採用し、繁忙期

に効率よく運営できる体制を採用している。 

・変形労働制のメリットを生かした労働時間の活用

によって、超過労働時間の増加を防ぐとともに、

自動車学校として安定して経営できる人員体制を

確立して人件費の縮減を目指す。 

 

３．授業料等の改定 

・近年の経済状況の変動により諸経費が高騰し、経

営が厳しいものとなってきている現状に加え、消

費税１０％による影響を考慮し、授業料及び入学

金の改定を検討する。 

・近隣の自動車学校の動向を勘案して、入校生の減

少をきたさない範囲で検討を行う。 

 

４．組織マネジメント（研修・組織等） 

・組織化の進展と責任体制の明確化を図り、情報の

共有化により業務の円滑な運営を行うとともに、

収益事業として本校の経営状況を職員に徹底する

ほか、幹部教育を行い、管理職員の管理能力を向

上させ、職場を活性化させる。 

①組織化の進展と責任体制の明確化 

・現行会議等の充実を図る（全体会議、部長会議、 

科長会議、検定員会議、科内会議等）。 

・部長の指導、統括体制を強化する。 

・科長の責任分担、連携協力体制の構築を図る。 

・組織内コミュニケーションの進展を図る。 

 

②幹部教育 

・幹部としての意識向上を図るため、内部研修の継 

続とともに、副管理者研修会、検定員法定講習等

を活用する。 

 

|Ⅳ| 教習生の確保 

 

１．広報活動の充実 

・学生、生徒の勧誘をさらに効果的に行うため、広

報活動をより充実させることとし、本校ＨＰの更

新等の展開を図る。 

・ＨＰの更新及びインスタグラムの導入等によるＳ

ＮＳの有効活用を図る。 

・チラシ配布範囲の見直し及び改善を図る。 

 

２．営業活動の充実 

・各学校及び各企業、自衛隊等との連携を密にし、

各連携先からの入校生数の対前年増を目指す。 

・連携校１６校、久留米貨物自動車事業協同組合、

ブリジストン、自衛隊、アサヒコーポレーション、

ピラミッド、大電、丸永製菓等と連携を行う。 

 

３．入校生確保プロジェクトによる各種戦略の

企画実施 

・久留米大学の学生サークルと連携を図る。 

・魅力ある各種イベントの企画及び実施を図る。 

 

|Ⅴ| 教育施設の整備 

 

１．施設・設備の維持 

・安全・円滑に教習を行うため、施設設備を整備し、

安心安全な教習環境を維持し、かつ、快適な環境

を提供する。 

・校舎の老朽化に対して、予算等の制約により直ち

に実施することは困難でるため、校舎を新規に建

設するか再活用するか等の検討に着手する。 

①教習車両等の更新 

・普通ＭＴ車１８台更新（リース更新） 

・大型自動二輪車２台更新 

②コース整備等 

・２階教室および廊下等のＬＥＤ化 

・安全な教習環境を維持し、快適で事故のない自動

車学校としての評価を高める。 

・コース等の安全対策のため、ＬＥＤ追加設置など

必要な整備を継続して行う。 
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|Ⅵ| 多様な連携の展開 

 

１．連携事業の展開 

 久留米警察署、その他の関係機関等と連携し、地

域に対する交通安全啓発活動を活発に展開し、自動

車学校に課せられた「地域の交通安全センター」と

しての役割を十分に果たすことで、地域における社

会的評価、存在意義を高める。 

 

①地域交通行政との積極的な連携 

・久留米署、久留米市、交通安全協会及びＪＲ等と 

の連携による交通安全啓発活動を行う。 

 

②高齢者講習の充実、企業講習（企業安全教育）の

積極的受入 

・高齢者講習：１５００名受入目標 

・企業講習：延２０社受入目標 

・ブラッシュアップ講習：３０名受入目標 

 

③中学及び高校に対する体験型講習会の実施 

・体験型講習会を実施し、「地域の交通安全センター」 

としての役割を十分に果たし、社会的評価を得る

とともに、講習会参加者に将来の入校を動機付け

る。 

・講習会実施延５回目標 

 

|Ⅶ| その他 

 

・今後、様々な局面で本校が、「学校法人久留米工業

大学が設置する自動車学校」であることの意義を

再認識し、これをキーワードとして、広範な活動

を行うこととする。 

・ドライブレコーダーの記録を大学と連携して分析

し、運転者にフィードバックするとともに、交通

安全啓発活動等の資料として活用する。 

・最近急速に需要が高まっているドローン講習の導

入等により、自動車学校の役割拡大、収益増を図

る。本年度は、ドローン講習等の導入に向けての

調査・検討を行う。 
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■教習部 

 

|概 要| 

 

 教習部は、大型特殊運転教習をはじめ各種建設機械

の講習等を実施する公共性の高い教習機関として、現

下の厳しい労働災害の現状等を踏まえ「安全意識の高

い適正な知識・技術を有したオペレータの育成」に努

め、地域及び企業等の安全に寄与し、また収益部門と

して本校の健全な経営に資する。 

 

 

|Ⅰ| 業務内容の充実 

 

１．教育方針 

・本校は、１０種という多様な建設車両の技能講習等

の受講が可能であり、それに伴う建機の種類・数と

も充実しており、受講生に確実な技術と知識、安全

意識を教習することを方針とし、教科及び実技試験

等の合格率１００％を目指す。 

 

２．学科教習 

・テキストの内容に従い、近年の災害事例、経験談等

を加え、パワーポイント、ＤＶＤ及び模型等の教材

を活用する等により印象教育に努める。 

 

３．実技教習 

・基本操作の修得はもちろんのこと、常に安全への配 

慮を忘れずに、決して危険動作を行わない実技教習 

に努める。 

 

 

|Ⅱ| 教習生支援体制の整備 

 

・受講案内、教習内容などについては、電話受付、窓

口対応の段階より受講の時期、免除項目等の受講生

の立場に立った親身な案内に努めるとともに、HP や

パンフレット活用による効率的かつ適切な情報提供

を行う。 

・建設労働者確保育成助成金及び教育訓練給付金制度

の積極的な案内による事業主及び受講生負担の軽減

を図る。 

 

|Ⅲ| 経営改革 

 

１．職員体制の見直し 

・指導員の高齢化の段階的解消とともに、指導員数が

不足しているため、将来において核となる後継適任

者発掘のため、有資格者の情報収集に努める。 

 

２．教習計画 

・収益の安定化を図るため、指導員数の条件下のもと 

に効率的な教習計画を作成し、受講生数の確保を図 

り、安定した収入を確保する。 

 

 

|Ⅳ| 教習生の確保 

 

１．広報 

・常連企業へは、講習日程表を年度開始前早期に配布

する。 

・教習部次長による常連企業への訪問営業を継続する。 

・ＤＭによる広範囲な周知を行い受講生確保に努める。 

・講習期間における指導員からの受講案内を積極的に

行う。 

 

２．その他 

・教習生の確保として、これまで継続していた自衛隊

との協力関係を維持するとともに、受講実績の高い

企業への営業活動に取り組む。 

 

 

|Ⅴ| 教育施設の整備 

 

１．安全確保 

・受講生および指導員に対し、熱中症への注意喚起を

行うとともに、発症時に対策を講じる。 

・建機等の予防整備に努め、突発的故障発生を防止す

るとともに、初期症状の修理により経費の削減を図

る。 
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|Ⅵ| 多様な連携の展開 

 

・法人内の各学校生への受講を促し、就職活動等をバ

ックアップするとともに、建設機器関連業者、ハロー

ワーク等との関係を適切に保ち、受講生確保へつな

がるよう努める。 

・福岡労働局、全国登録教習機関協会及び福岡県登録

教習機関連絡協議会との関係性を深め、法改正等の

情報を入手した際には関係業界への情報提供を行う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


